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１．研究目的 
小児期や思春期・若年成人期（adolescent and young adult：以下 AYA）にがんを発症した経
験者は、その病いの経験ゆえに、個々に就学・就労・恋愛といったライフイベント、さらに日常
生活において、どのようなライフ（生活・人生・生命）を送るのかを自己自覚的に再編成してい
くことを迫られる。それは、発症したがんの種類や治療方法だけでなく、年齢やジェンダー、個々
人の置かれた社会的背景ごとに個別で具体的な経験である。そこで本研究では、AYA世代のがん
経験者のライフプランニングの再編成に注目することで、自己アイデンティティの再構成の個別
具体的な過程を明らかにする。 
AYA世代のがんに関する研究は、2010年代後半からアメリカを中心に各国で広まりをみせ、近
年急速に国際的な関心を集めるようになった（清水 2017)。AYA世代のがん経験を理解するには、
医学・看護学的視点だけではなく、社会学・心理学的視点も必要である。しかし、AYA世代のが
ん経験者の研究はいまだその端緒についたばかりであり、各分野における知見の蓄積が求められ
ている。 
AYA 世代のがん経験者の場合、がんによる心理・社会的影響は、たとえ同じ年齢であっても、
自立の度合い、家庭環境、就学・就労の状況、経済的状況、ライフプランによって一人ひとり大
きく異なる。したがって、AYA 世代のがん経験を明らかにするには、個々の病いの経験に注目し、
どのような生活を送り人生を再編成していくのか、そしてそのなかでどのように「がんになって
以降の」アイデンティティが再構成されていくのかを明らかにする必要がある。 そのために、現
代社会における自己アイデンティティの動態的な再構成過程を明らかにした A. Giddens の再帰
的自己論（Giddens1991; 1992）を、分析の理論的枠組みとする。A. Giddens の再帰的自己論で
は、自己アイデンティティを、過去の経験を振り返るだけではなく、これからどのように生きて
いくのかといった将来のライフプランニング（Life-planning）をもとに再帰的に再構成されてい
く自己物語（self-narrative）と考える。つまり、「がんになって以降の」新たな自己アイデンテ
ィティを再構成する過程は、個々のがん経験者の生活史（biography）から分析する必要がある。 
そこで本研究では、研究課題の核心をなす学術的「問い」として、「AYA 世代のがん経験者の
就労を軸としたライフプランニングの再編成を通じて、「がんになって以降の」新たな自己アイデ
ンティティを再構成する過程を明らかにすること」を設定する。そして、この「問い」を明らか
にするために、A. Giddens の再帰的自己論を手掛かりとし、経験者たちの自己語り（self-narrative）
から、就労を軸としたライフプランニングの再構成に注目する。 
 
２．研究方法 
自己語りは、常にその時点において再帰的に語られる自己物語として自己アイデンティティを
研究課題 がん患者の病いの経験によるライフプランニングの再構成 
研究代表者 
河田 純一 
（人間学研究科 福祉・臨床心理学専攻） 
10 
 
構成していく。そこで、経験者の語る生活史を、現代社会における人生設計、そしてアイデンテ
ィティの構成にとって極めて重要な要素となり得る就労に注目し、彼・彼女らが参加するセルフ
ヘルプ・グループの影響を含めて分析を行う。分析の理論的枠組みは、現代社会における自己ア
イデンティティの特徴を捉えた、A. Giddensの再帰的自己論と、浅野智彦（2001）の自己物語論
をその手掛かりとする。 
平成 30年度は、上記の研究のために、具体的には、①がん経験者へのインタビュー調査とその
分析、②患者会での参与観察および関連する資料の収集とその分析、③文献調査を行った。 
 
① インタビュー調査 
平成 29 年度に実施したがん罹患時に就労していた首都圏在住のがん経験者 3 名へのインタビ
ューデータの分析に加え、平成 30年度は、新たにユーイング肉腫に罹患した 20代の男性がん経
験者（Dさん）にインタビュー調査（2018年 4月実施）を行った。がん経験者の恋愛や結婚を考
えるうえでは、妊孕性の問題を含むセクシュアリティについても避けて通ることはできない。そ
こで、第一に、これまでは女性に関する研究が主であったこと、第二に、インタビ ュー調査にお
けるラポール形成上の課題から、男性がん経験者へのインタビュー調査を行った。 
調査協力者には、まず参与観察を行った患者会で調査の趣旨を伝え、後日メールで調査協力依
頼書と研究倫理遵守の誓約書を送付し、調査への協力の可否を尋ねた。インタビューを開始する
前に改めて口頭と書面で調査の趣旨とデータ・個人情報の取り扱いについて説明し、いつでも調
査の協力を辞退できる旨を伝えた。そして、了承を得た上でインタビュー内容を ICレコーダーで
録音した。後日、データをもとにトランスクリプトを作成し、希望者には内容の確認を行っても
らい結果を分析した。なお調査は、大正大学研究倫理委員会による「人を対象とする研究に関す
る倫理審査」の後、承認を得て実施している（第 17－004号）。 
 
② 患者会の調査 
 AYA世代のがん経験者が参加する 3つのセルフヘルプ・グループで、2018年 4月から 2019年
3月にかけて継続的に参与観察を実施した。調査は、がんの種類に限らず主に 20代～40代の「自
称若手」がん経験者が集まる交流会形式の「グループ X」で計 2回、全国規模の AYA世代の患者
会（NPO法人）である「患者会 Y」で計 3回、がん経験者へのインタビュー番組を制作・配信す
る「Z」で計 4回行った。あわせて、「患者会 Y」の発行する会報誌の収集、「Z」の配信するイン
タビュー番組の記録も行っている。 
加えて、2018 年 8 月に行われた「ジャパンキャンサーフォーラム 2018～みんなで知ろう！が
んのこと～」などがん経験者の集まる関連イベントに参加し、参加者の語りに注目するとともに、
現在のがん経験者に対する支援制度やその取り組みを調査した。 
 
③ 文献調査 
文献調査は、（ア）再帰的自己論・自己物語論に関する先行研究の検討と理論の構築、（イ）社
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会学・心理学・医療・看護・福祉分野における先行研究の網羅的検討、（ウ）闘病記やがん患者の
手記、患者会等の発行する資料の分析を行った。 
 
３．研究成果と公表 
具体的な研究成果とその公表としては、（1）『保健医療社会学論集』第 29巻 2号に掲載された
論文「がん経験の中で再構成される自己アイデンティティ――ライフプランニングにおける就労
に注目して――」と、（2）第 44回日本保健医療社会学会での報告「がん罹患経験による「親密性」
の変容 －がん患者（経験者）へのインタビュー調査から－」での報告があげられる。 
 
（1）論文 
本研究では、平成 29年度がん罹患時に就労していたがん経験者 3名にインタビュー調査を行っ
た。その内、30 代の子宮体がん経験者の女性の生活史の分析を行った。彼女の生活史は、「がん
になる以前／以降」で「断絶」（Bury 1982）したものとして経験されていた。しかし、就労に関
するライフプランニングを再編成するなかで、自己アイデンティティの一貫性が担保されていた。
その鍵は、彼女の場合、①何度も職場を変えざるをえなくとも、がんになって以降も福祉・介護
職を続けていけたというライフプランニング上の道標、②それを実現可能にしたこれまでの仕事
の中で培ってきた他者からの信頼だった。 
この結果を論文化（「がん経験の中で再構成される自己アイデンティティ――ライフプランニン
グにおける就労に注目して――」）し、日本保健医療社会学会の機関誌『保健医療社会学論集』に
投稿し、査読の上、同誌第 29巻 2号に掲載された。 
 
（2）学会報告 
AYA世代の男性がん経験者へのインタビューデータをもとに、AYA世代の男性がん経験者の「妊
孕性」「妊孕性温存治療」の経験に注目し、①がんになって以降の「親密な関係」における「生殖
能力」と「性的能力」②「妊孕性」「妊孕性温存治療」の経験がどのような意味を持ち得るかを分
析した。その結果、以下の二点が明らかになった。（1）医療者の側が生殖能力を重視する一方で、
当事者にとっては性的能力も重要であること。（2）妊孕性の問題（喪失・低下）は、既にある親
密な関係だけではなく、将来のパートナーとの関係性に思いを巡らすなかで、自己アイデンティ
ティの問題として顕在化すること。つまり、AYA世代のがん経験者にとって、男女ともに妊孕性
の問題を通じて、セクシュアリティや生殖がアイデンティティやライフプランニングにおいて前
景化しているのである。 
この結果については、2018年 5月に行われた第 44回日本保健医療社会学会において、「がん罹
患経験による「親密性」の変容 －がん患者（経験者）へのインタビュー調査から－」と題して報
告を行った。 
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（3）今後の課題と展望 
平成 30年度に行ったセルフヘルプ・グループでの調査（参与観察）の結果、がんの患者会には
疾患別の患者同士の「専門的」なナラティヴを特徴とするコミュニティとは別に、「がん経験」を
共通経験とするナラティヴに特徴のあるコミュニティが形成されていることが明らかになった。
以上の成果を含め、個々の「がん経験」の多層性および語りの多声性と自己アイデンティティの
関係を明らかにし、論文にまとめ投稿し、あわせて博士論文にまとめる。 
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